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　明けましておめでとうございます。

　皆様方には、清々しい新年をお迎えのこととお

慶び申し上げます。また、平素より当協会の運営

に格別のご支援、ご協力を賜り衷心よりお礼申し

上げます。

　さて、新たな令和の時代を迎えた昨年の我が国

の経済は、上半期、アジア向けを中心に輸出の低

迷が続いたものの、個人消費や設備投資、公共投

資など内需が堅調に推移し、企業収益は一進一退

の動きを見せつつも高水準が維持されました。し

かし、７月の参議院議員選挙では、政権与党が改

選定数の過半数を獲得し、政治的な安定が図られ

たものの、年後半においては、台風１９号や豪雨

等による自然災害の頻発、また消費増税や米中摩

擦の影響等もあり、景況感の悪化が続いているよ

うです。

　我々トラック運送業界においては、昨年４月に

施行された「働き方改革関連法」により、今後順

次適用される時間外労働の上限規制や時間外割増

賃金率の引き上げ、同一労働同一賃金といった課

題への速やかな対応が求められており、『トラック

運送業界の働き方改革実現に向けたアクションプ

ラン』を軸に、労働生産性の向上や多様な人材の

確保・育成に取り組んでおります。

　また、改正貨物自動車運送事業法の一部施行に

より、昨年７月からは荷主勧告制度の拡充等、更

に１１月には新規許可基準や事業者の遵守事項の

明確化が図られ、労働条件の改善・事業の健全な

運営の確保のため、より一層のコンプライアンス

意識が求められます。

　

　一方、令和２年度の税制改正予算要望におい

ては、最重点事項である大口・多頻度割引最大

５０％の継続・恒久化や自動車関係諸税の引下

げ等について、自民党愛知県支部連合会所属議

員及び公明党愛知県本部との懇談会を実施し強

く要望し、１２月には、国土交通省の社会資本

整備審議会において、首都圏や近畿圏に続き、

名古屋高速道路の対距離制への移行方針がとり

まとめられました。さらに、かねてより要望し

てきた伊勢湾岸自動車道（橋梁部）の割引につ

いても、『定時性の確保に留意した上で、物流

車両に配慮した料金割引について検討する』

旨が基本方針に盛り込まれ、大きな進展が見

られました。

　さて、本年は、若年・女性労働力等人材確保

事業の更なる充実に努め、運転者及び各社社員

の労働条件や労働環境の改善等働き方改革を重

視した「運転者職場環境良好度認証制度（ホワ

イト経営）」の積極的な周知及び取得支援、並びに、

外国人ドライバーの雇用に向けて、全ト協と足

並みを揃えて取り組んで参ります。

　また、『事業用自動車総合安全プラン２０２０』

の推進による交通事故の削減、貨物自動車運送

事業法の改正に伴う周知と理解促進に努めるほ

か、事業継続計画（ＢＣＰ）に基づく緊急物資

輸送体制の整備に向けた諸対策を推進するため、

次の重点施策を全会員の理解と参加により取り

組んでまいります。

　研修センターで実施する人材育成・教育事業

では、トラック運送事業者の輸送の安全確保に

係る人材育成を支援するため、従来からの安全



教育を軸とした研修体系・研修内容を継続しつ

つ、より安全に対する意識の向上を考慮したカリ

キュラムを提供してまいります。

　経営支援事業では、トラック運送事業者の経営

基盤の強化を図るため、「適正取引の推進」「生産

性向上の効率化アップ」を重点施策とし事業者支

援に努めてまいります。

　特に、改正貨物自動車運送事業法の施行に伴い、

標準的な運賃の告示制度に向けて関係機関との連

携を図り、動向等を迅速に把握し会員事業者にタ

イムリーな情報周知を行うとともに、生産性向上に

向けた効果的な経営改善策を検証してまいります。

　交通安全対策事業では、交通事故抑止活動の推

進に向けて、愛ト協重点目標『県内での会員によ

る事業用貨物自動車死亡事故発生数７人以下』

『飲酒運転「ゼロ」、運転中の携帯・スマートフォ

ンの使用禁止の徹底』を掲げ、諸対策を推進して

まいります。

　昨年に研修センターで実施したトラックフェス

ティバルは、１６回目を迎えますが、業界の魅力

を広く発信できる絶好の機会であり、初めての試

みとなりますが、ナゴヤドームにて（２０２１年

２月実施予定）３万人規模のフェスティバルを実

現したいと考えております。

　適正化事業では、貨物自動車運送事業法をはじ

めとする、関係法令の改正等に対応するため、法

令遵守の一助となるセミナーや説明会、相談会など

を開催し会員事業者への支援を行ってまいります。

　特に、各サービスセンター等において関係法令

に関する相談会を定期的に開催し事業者のコンプ

ライアンス意識向上に努めるほか、自動車運送事

業のホワイト経営に取組む事業者を認定する『運

転者職場環境良好度認証制度』の周知及び取得を

支援してまいります。

　企画広報事業では、業界の最重要課題である人

材確保対策事業等について、引き続き、就職説明

会やインターンシップ事業を展開し、昨年にリニ

ューアルしたホームページ等の各メディアを通じ

て、次世代を担う学生や一般消費者への業界イメ

ージ向上戦略を推進してまいります。

　労働環境改善対策事業では、２０２４年４月よ

り適用される自動車運転業務の罰則付き時間外労

働の上限規制への対応に向けて、荷待ち・荷役作

業等の時短対策や、労働環境の改善、従業員の安

全と健康確保に向けたセミナーを開催するほか、

健康経営優良法人認定取得に向け、関係機関と連

携し広報・周知に努めてまいります。

　災害物流対策事業では、災害時の緊急物資輸送

という社会的使命を果たすため、必要となる課題

を検証し、事業継続計画（ＢＣＰ）に沿って具体

的な体制整備を進めるとともに、県や市町村と連

携して精力的に訓練へ参画してまいります。

　最後になりましたが、各位の更なるご支援、ご

指導、ご鞭撻を賜りますとともに、ご健勝とご繁

栄を心からご祈念申し上げ、新年のご挨拶といた

します。



　あけましておめでとうございます。

　新たな年が、県民の皆様方にとりまして素晴ら

しい１年となりますよう、心からお祈り申し上げ

ます。

　昨年は、全国植樹祭やラグビーワールドカップ

などのビッグイベントを成功裏に収め、８月には

愛知県国際展示場「Aichi Sky Expo」をオープン

するなど、愛知のプレゼンスを一層高めるととも

に、ジブリパークの基本方針や愛知県新体育館の

基本計画を新たに発表するなど、「進化する愛知」

としての大きな1歩を踏み出した年となりました。

　世界は今、グローバル化やデジタル技術の加速

度的な進展などにより、ダイナミックに変化して

います。愛知県がこれからも、日本の成長エンジ

ンとして、我が国の発展をリードし続けていくた

めには、そうした変化を恐れず、時代の波を乗り

越え、乗りこなし、新たな付加価値を生み出して

いかなければなりません。

　今年も一年、世界の様々な国・地域等と連携し、

最先端の技術・サービスを取り込みながら、基幹

産業である自動車産業はもちろん航空宇宙、ロボ

ットなどの次世代産業の集積を加速するとともに、

革新的ビジネスモデルや最先端技術を持つスター

トアップを起爆剤とし、切れ目のないイノベーシ

ョンを創出していくことで、「国際イノベーショ

ン都市」への飛躍を目指してまいります。

　また、リニア大交流圏の形成を見据えた社会イ

ンフラの整備、農林水産業の振興、教育・人づく

　

り、女性の活躍、医療・福祉、環境、雇用、多文

化共生、防災・交通安全、東三河地域の振興など、

県民の皆様の生活と社会福祉の向上にもしっかり

と取り組み、SDGsの基本理念である「誰一人取り

残さない」社会の実現を目指してまいります。

　今年も、愛知県では、ロボカップアジアパシフ

ィック大会・ワールドロボットサミット、あいち

技能五輪・アビリンピック、世界ラリー選手権な

どのビッグイベントが予定されています。国内外

から多くの方がお越しになりますので、万全の準

備を整え、愛知の魅力をしっかりPRしてまいります。

　

　こうした取組を通じ、「日本一元気な愛知」

「すべての人が輝く愛知」「日本一住みやすい愛

知」の実現を目指し、県民の皆様に、笑顔で元気

にお過ごしいただけるよう全力で取り組んでまい

りますので、一層のご理解とご支援をお願い申し

上げます。　

　2020年元旦

　

　

新春を迎えて

　　　　　　　　愛知県知事

　　　　　　　大　村　秀　章



　あけましておめでとうございます。令和最初の

新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。

年の初めを節目として、皆様それぞれが、この一

年を展望し、思いを新たにしておられることと思

います。昨年５月１日に改元があり、「令和」と

いう新たな元号となりました。新たな時代の幕が

開き、交通・観光を巡るさまざまな課題に気持ち

も新たに対応していく決意です。

　まずは、災害への適切な対応です。昨年は５月

の日向灘、６月の山形沖で大きな地震が発生した

ほか、８月の九州北部の豪雨、台風１５号、１９号

の上陸などにより、各地で甚大な被害が発生しま

した。近年激甚化している自然災害に対して、万

全の備えを行っていく必要があります。中部運輸

局としても災害が発生した場合の災害支援物資の

輸送、代替交通の確保、観光地の風評被害対策な

どに全力で取り組むとともに、平時から危機対応

に向けた準備に積極的に取り組んでまいります。

　経済状況に目を向ければ、中部運輸局管内では日

本銀行の地域経済報告においても景気の拡大が続い

ているとされており、好調な経済状況を維持してい

ます。しかし、中長期的には、人口減少、少子高齢

化の進行に伴い、消費の縮小や働き手不足などのマ

イナス面も懸念されています。また、世界に目を向

ければ、不安定な国際政治情勢や環境問題、貿易問

題など解決すべき課題が山積しています。こうした

中、中部運輸局としては、観光や物流などさまざま

な面で景気の下支えに引き続き貢献したいと考えて

おります。

　そのためには、運輸関係事業における人材確保

が不可欠ですが、全国的な生産年齢人口の減少に

加え、ものづくり産業が盛んな中部運輸局管内に

おいては他地域と比べても人材の確保が難しく、

人流・物流ともに、担い手不足が問題となってお

ります。中部運輸局では、「中部運輸局人材確保・

育成対策推進本部」を立ち上げ、検討を進めてい

ます。例えば、女性の活躍促進は重要な課題であ

り、女性活躍セミナーなどを通じて業界の受入環

境を向上させ、女性自らが活躍の場を広げていた

だく取組を進めてまいります。そのほか、事業者

の優良な取組や他省庁も含めた国の支援制度につ

いて紹介するポータルサイトの設置、若年層や女

性を対象とした就職説明会、学校訪問などの運輸

業の魅力をＰＲする取組などを進め、引き続き人

材確保に向けて積極的に取り組んでまいります。

　中部運輸局管内では、大規模プロジェクトが

着々と進行しています。名古屋市内では、リニア

中央新幹線品川～名古屋開業に向けた工事が本格

化し、リニア効果を最大化する取組や、名古屋駅

周辺の再開発にあわせた名古屋駅の利便性向上の

取組が求められています。福井県においては、北

陸新幹線金沢～敦賀開業が迫る中、開業に伴う観

光振興のあり方や既存の公共交通網の再検討が求

められます。

　また、昨年は中部運輸局管内で大規模イベント

が開催されました。７月には清水港開港１２０周

年を迎えた静岡市で「海フェスタしずおか」が開

催されました。海の総合展や練習船の一般公開な

どを通じて海の魅力を発信するイベントで、秋篠

年頭の辞

　　　　　　　　中部運輸局長

　　　　　　　坪　井　史　憲



宮皇嗣同妃両殿下のご臨席を賜り、約８０万人の

方にお越しいただきました。９月から11月にか

けて初めて日本で開催されたラグビーワールドカ

ップでは、中部運輸局管内の愛知県豊田市と静岡

県袋井市の２会場で熱戦が繰り広げられました。

これらのイベントの開催に際し、中部運輸局では

交通の安全確保や、開催に合わせた観光プロモー

ションに取り組み、期間中に大きな混乱もなく、

無事に終えることができました。関係者の皆様の

多大なご支援とご協力に感謝申し上げます。今年は、

夏に東京オリンピック・パラリンピックが開催さ

れます。昨年の大規模イベントを通じて得られた

知見も活かしながら会場の輸送対策、安全対策に

取り組むとともに、オリンピック・パラリンピッ

クを契機とした共生社会の実現、世界中から日本

を訪れるインバウンド観光客への受入環境整備の

さらなる深化などに取り組んでまいります。

　昨今、自動運転やAIなどの新技術やM aaS

（Mobility as a Service）などの新工夫が次々

に生まれ、交通・環境を巡る状況が大きく変化し

ています。中部運輸局ではこうした動きを機敏に

とらえつつ、安全・安心の確保を最優先に中部の

交通・観光が抱えるさまざまな課題の解決に取り

組んでまいります。以下では、「輸送の安全・安

心の確保」「インバウンドをはじめとした観光に

よる地域振興の推進」、「公共交通の充実による

豊かな地域づくりの推進」、「産業活動に不可欠

な物流の効率化・円滑化」、及び「防災・危機管

理」の５つを柱として、中部運輸局の施策の方向

性をお示しいたします。

１．輸送の安全・安心の確保

　輸送の安全・安心の確保は、運輸局にとって最

優先の課題です。運輸事業の輸送の安全・安心の

確保のため、運輸安全マネジメント評価と監査指

導を「車の両輪」として国土交通省を挙げて推進

しているところです。

　自動車交通分野については、監査指導の推進の

　

　

ため、中部運輸局で「令和元年度の自動車監査指

導の方針」を定め業務体制の強化を図るなどして、

事故の未然防止等に努めており、今後も引き続き

取組を推進してまいります。貸切バスについては、

道路運送法に基づく民間指定機関である「一般財

団法人中部貸切バス適正化センター」と連携をし

ながら、効率的な指導・監査を進め、事業の安全

性を担保してまいります。タクシーについては、

全国的に訪日外国人旅行者を対象とした自家用車

によるタクシー行為（いわゆる白タク行為）が発

生している状況を踏まえ、中部運輸局管内の空港

や観光地における継続的な現地調査や警察等と連

携した啓発活動も実施しました。こうした取組に

加えて、タクシーにおけるインバウンド対応の推

進を図るため訪日外国人旅行者の受入環境整備等

を支援し、引き続き白タク排除に向けた取組を進

めてまいります。

　事業用自動車に係る交通事故の削減については、

「事業用自動車総合安全プラン2020」に基づき、

中部運輸局独自の施策である「Mission １st.運

動」で取り組んでおり、今年が取組の最終年です。

事業用自動車の交通事故は全国的に年々減少して

いますが、未だに飲酒運転による事故も発生して

おり、今後も引き続き取組を推進していく必要が

あります。また運送の担い手の高齢化がますます

進行していることから、高齢者の安全対策をさら

に進める必要もあります。中部運輸局としてはこ

れらの課題に引き続きしっかりと取り組むととも

に、ICT技術の活用による運行管理の高度化など

を進めることにより、さらなる事故削減に向けて

の対応を進めてまいります。

　また、近年注目を集めている自動運転・サポカ

ーなどの新技術については、安全性の確保が最も

重要です。サポカーについては運転操作の補助と

なる機能を知っていただくための啓発活動を行っ

ています。自動運転については、現在、様々な実

証実験が行われておりますが、車両技術の開発状

況に応じて安全性を検証し実用化に向けて支援し



てまいります。

　また、自動車登録・検査分野については、登録

や継続検査におけるＯＳＳ導入促進による利便性

の向上が図られるよう引き続き取り組んでまいり

ます。

　鉄道分野については、重大事故の防止を図るこ

とはもちろんのこと、運転事故の多くを占める踏

切障害事故及び人身障害事故を防止するため、立

体交差化や踏切保安設備の整備等を推進してまい

ります。駅の安全性確保については、ホームドア

設置などのハード対策に加え、障がいのある方へ

の声かけなど駅係員への教育の充実といったソフ

ト対策を進めてまいります。また、災害対応の観

点では、鉄道事業者各社が通勤時間帯などを想定

した、より現実的な避難訓練を実施するなど対応

を強化し、計画運休実施時や輸送障害発生時にお

ける訪日外国人旅行者を含めた利用者への情報提

供についても、わかりやすく有益な情報が提供で

きるよう取組を続けているところです。今後も、

これらの鉄道事業者の取組に協力してまいります。

　海上交通分野については、船舶火災や衝突など

の海難事故の防止及び南海トラフ地震に伴う津波

等の自然災害発生に備えた対策に取り組む必要が

あります。具体的には、定期的に実施する船舶検

査、立入りによる内航船への監査や外国船に対す

るポート・ステート・コントロールなどにより船

舶の構造・設備・乗組員の非常時の訓練状況の確

認等の安全対策を実施するとともに、関係機関と

連携して、防災訓練や津波避難訓練実施の指導、

船舶津波避難マニュアルの普及などを推進してま

いります。

　さらに、海難事故の７割以上を占めるプレジャ

ーボート等の小型船舶を安全に利用していただく

ために、河川やマリーナなどで小型船舶操縦者や

利用者に対し、ライフジャケット着用や発航前の

点検を含めたルールの遵守についての啓発活動を

引き続き実施してまいります。

　環境保護に向けた取組も重要です。まず、硫黄

酸化物規制強化への対応が挙げられます。大気環

境の改善のため、平成２０年に国際海事機関（IMO）

において海洋汚染防止条約が改正され、今年から

全世界において船舶用燃料油中の硫黄分濃度にか

かる規制が強化されました。これにより、基準に

適合する新たな燃料油の調達または使用している

船舶に排ガス洗浄装置を搭載する必要があり、海

運事業者にとってはコスト増となります。こうし

た環境コストを適切に分担するため、昨年「内航

海運事業における燃料サーチャージ等ガイドライ

ン」を作成・公表したほか、運賃等への転嫁に対

する理解促進を図るため海運事業者や荷主企業の

方々を対象に説明会を開催したところです。今後

も荷主や一般利用者の理解促進に取り組むととも

に、船舶検査等を通じて船舶からの排ガス放出対

策を含めた海洋汚染防止対策に取り組んでまいり

ます。

　加えて、昨年５月に改正された船舶油濁損害賠

償保障法への対応が挙げられます。改正法により、

一定の内航船舶等についても燃料油による汚染損

害及び難破物除去等の費用にかかる損害に対する

保険契約の締結が新たに義務づけられることとな

りました。事業者向けの説明会を開催するなど円

滑な導入に向け取り組んでまいります。

２．観光による地域振興の推進

　昨年１月から11月までの訪日外国人旅行者数は、

対前年比２．８％増の2,936万人に達し、順調な増

加が続いています。また、1月から9月までの訪日

外国人旅行消費額は、３兆6,189億円と同期間と

しては過去最高額となっています。今年中に達成を目

指す政府目標である訪日外国人旅行者数4,000万人、

旅行消費額８兆円の実現に向け、中部運輸局では

多様な取組を行ってまいります。

　今年で９年目を迎える「昇龍道プロジェクト」

では中部北陸9県の昇龍道エリアをより多くの訪

日外国人旅行者の方に観光していただけるよう、



東アジア、東南アジアに加え、欧米豪マーケット

向けにも、広域連携による効果的なプロモーショ

ン活動等に強力に取り組んでまいります。特に、

今年は東京オリンピック・パラリンピックが開催

され、地域の魅力を発信する絶好のチャンスとな

ることから、その開催効果を最大限に活用すべく

取り組んでまいります。

　中部運輸局では、訪日外国人旅行者がストレス

フリーで快適に観光を満喫できるよう、さらなる

受入環境の充実を目指し、国際観光旅客税の税収

などを活用しながら、交通機関や観光地での多言

語対応、宿泊施設のバリアフリー化などの受入環

境整備の取組を支援して参ります。また、災害時

の外国人観光客への情報提供についても観光案内

所向け非常用電源設備の導入支援など、積極的に

取り組んでまいります。

　さらに、多様な関係者の連携による観光地域づ

くり法人（DMO）の取組を対象にした支援をはじめ、

DMOと連携しながら、訪日外国人旅行者にとって

魅力ある体験型・滞在型の観光コンテンツの造成

を行うなど、滞在時の満足度向上を進めることに

より、広域的な周遊観光を促し、より多くの来訪・

滞在を促進してまいります。

　

　地域振興の観点から、国土交通省では一昨年か

ら「地方版図柄入りナンバープレート」の交付を

始めています。中部運輸局管内では、福井、富士

山、豊田、春日井の４地域で導入されており、今

年は「伊勢志摩」と「四日市」が追加される予定

です。ナンバープレートによる「走る広告塔」と

しての効果を通じて、地域の魅力が上がることを

期待しています。

　

　海事観光への対応も進めています。訪日クルー

ズ旅客への対応として清水港が平成２９年度に国

際旅客船拠点形成港湾に指定され、港湾整備が進

められています。また令和２年度には旅客施設が

整備されるなどクルーズ船の寄港及びクルーズ船

旅客の増加が期待されます。また、昨年12月に富

裕層向けの豪華チャーターヨット等を活用した滞

在型周遊ツアー開発に向けて、国内初となる実証

実験を伊勢・志摩・鳥羽地域で行いました。同地

域は、誰もが安全かつ気軽にクルージングできる

モデルルートである「マリンチック街道」に指定

されており、中部運輸局でもPRを進めているとこ

ろです。今後、実証実験の結果を分析し新たな観

光事業の普及に取り組むとともに、旅客船・フェ

リー、ボート、ヨットなど幅広い海事観光の取組

を進めてまいります。

３．公共交通の充実による豊かな地域づくりの推進

　中部地域は、首都圏や京阪神と比べて自家用車

の分担率が高く、地域公共交通にとって非常に厳

しい環境にあります。しかし、昨今は自動運転、

MaaSなどの新技術・新工夫を導入することによ

り、地域公共交通の新しい姿を模索する動きが活

発です。地域公共交通は地域への誘客・地域活性

化、にぎわいの増進のツールとしても重要であり、

確保・維持に向けた取組を引き続き強化していく

必要があります。

　現在、交通政策審議会地域公共交通部会におい

て、制度の見直し等が議論されています。「地域

が自らデザインする地域の足」、「移動者目線の

徹底による既存サービスの改善」、「郊外・過疎

地等における移動手段の確保」、「計画の実効性

確保及びサービスの持続性重視」をテーマに、自

治体が策定する地域の交通計画制度や地域公共交

通のサービス向上に向けた取組の推進などについ

て検討を進めています。中部運輸局としても地域

の実情に応じた地域公共交通の維持・確保につい

て引き続き取組を進めてまいります。

　MaaSは出発地から目的地までの移動に伴う複数

の交通手段を一括して検索・予約・決済できるサ

ービスで、地域公共交通の効率化や利便性の向上

につながることが期待されている概念です。昨年、

地域におけるMaaSの実証実験を支援する「新モビ

　



リティサービス推進事業」が創設され、中部運輸

局管内では三重県菰野町、静岡県静岡市、伊豆エ

リア、三重県志摩市の４つの事業が選定されまし

た。これらの事業が円滑に進むよう中部運輸局と

してもサポートしていくとともに、意欲のある他

の地域での取組につなげられるよう横展開を図っ

てまいります。

　個別の交通モードのサービス向上も重要な課題

です。例えばタクシーに関しては、使いやすく、

安心して利用できるよう事前確定運賃サービスが

開始され、中部運輸局管内においても今年１月か

らスタートします。公共交通におけるICカードの

導入に関しては、昨年3月には愛知環状鉄道の全

線においてICカードの利用が可能となったほか、

JR東海でもICカードの利用可能エリアが拡大され

ました。また令和３年春よりSuica、TOICA、ICOCA

のエリアをまたいでの定期券の利用を可能とする

計画が発表されています。このほか、訪日外国人

旅行者の受け入れ環境整備などにより、キャッシ

ュレス決済の導入も各地で進められているところ

であり、今後もＩＣカード導入等が加速し、さら

なる利便性の向上が図られるよう取り組んでまい

ります。

　バリアフリーの推進については、東京オリンピ

ック・パラリンピック開催を契機に幅広い形での

パラリンピアンとの交流を通じて、共生社会の実

現に向けたユニバーサルデザインの街づくり及び

心のバリアフリーの取組が求められています。中

部運輸局管内では浜松市と伊勢市が共生社会ホス

トタウンとして選定されており、これらの自治体

の取組を支援していくとともに、追加選定に向け

て管内自治体に働きかけてまいります。加えて、

旅客施設を含む公共施設等や、その経路の面的・

一体的なバリアフリー化を一層推進するため、改

正バリアフリー法に基づくバリアフリーマスター

プランやバリアフリー基本構想の策定を促進して

まいります。

　

　また、ユニバーサル社会の実現やバリアフリー

の普及が一層拡大することを目指して「心のバリ

アフリー教室」の対象を昨年度より一般の方々に

まで拡大して実施しており、今後も今まで以上に

共生社会や一億総活躍社会の実現に向けて取組を

推進してまいります。

４．産業活動に不可欠な物流の効率化・円滑化

 「ものづくり」の一大拠点である中部地域におい

て、国際競争力を維持・強化していくためには物

流分野の活性化が欠かせませんが、この分野でも

担い手の不足が深刻化しています。このため、中

部運輸局では、「生産性向上」の取組として、物

流総合効率化法に基づいた総合効率化計画の策定、

新たな技術の導入等を推進・支援しております。

　トラック運送事業については、事業の健全な発

達と運転者の労働条件を改善するため、改正貨物

自動車運送事業法を適切に運用していくほか、

「ホワイト物流」推進運動により関係者が協力し

てトラック輸送の生産性の向上と物流の効率化を

行うと共に、誰でも働きやすい労働環境の実現を

目指し取組を進めてまいります。また、荷主の協

力の下、トラック運送事業における長時間労働の

抑制を図るため策定された「荷主と運送事業者の

協力による取引環境と長時間労働の改善に向けた

ガイドライン」やトラック輸送業の取引適正化を

進めるための「トラック輸送サービスを持続的に

提供可能とするためのガイドライン」について関

係機関と連携し、普及促進に努めてまいります。

また、トラック運転者の確保に関しては、「トラック

事業の労働力確保対策アクションプラン２０１８

～２０２０」に基づき、関係者が進める人材確保

対策の好事例について、効果や改善点等を共有・

評価し、より多くの事業者が活用できるものとな

るよう努めてまいります。

　そのほか、新技術を活用した取組も進められて

います。昨年１月より新東名を中心に本格導入さ

　



れた「ダブル連結トラック」について、昨年８月

より東北から九州まで対象路線が拡充されている

ところです。ダブル連結トラックについては、１台

で２台分の輸送が可能となることからトラック輸

送における深刻なドライバー不足の解消につなが

るとともに、燃料消費量・CO2排出量も約４割削減

できることから、引き続き事業者の皆様及び関係

各所と連携しながら、さらなる利用促進を図って

まいります。加えて自動運転技術などを活用した

「トラックの隊列走行実証実験」など、運転者の

負担軽減に資する取組が進められています。

　海上輸送については、昨年４月に敦賀港と博多

港を結ぶRORO船の定期航路が開設され、既設の

北海道―敦賀航路とあわせて日本海側に北海道―

本州―九州を結ぶ貨物航路ができることとなり、

モーダルシフトの促進とともに物流ルートが複線

化されることによる災害や荒天時のリスク分散も

期待されます。また、鉄道へのモーダルシフトや、

輸送網の集約・輸配送の共同化などを進めており、

今後もさらなる物流業務の効率化を進めてまいり

ます。

５．防災・危機管理

　中部運輸局では、南海トラフ巨大地震などの大

規模災害に備え、具体的な地震・津波などを想定

した実践的な防災訓練を繰り返し実施し、災害発

生時に迅速かつ的確に対応できるよう、引き続き

応急時の体制強化に努めるとともに、代替輸送の

確保や交通機関の早期復旧を図るため、関係事業

者や関係自治体等との連携を強化してまいります。

　また、大規模災害の発生により物流システムが

寸断された場合、国民生活に甚大かつ広域的な影

響が生じることから、円滑な支援物資輸送の実現

に向けて、県と物流事業者との間で締結されてい

る「災害時支援協定」がより実効的なものとなる

よう積極的に関与してまいります。

　さらに、昨年３月には国土交通省において災害

時に支援物資を円滑かつ確実に届けるためのガイ

ドラインとして「ラストマイルにおける支援物資

輸送・拠点開設・運営ハンドブック」が策定され、

その普及・活用を通じて、地域にあった支援物資

輸送体制の確立に努めて参ります。　

　テロ対策等については、今年開催される東京オ

リンピック・パラリンピックに世界中から多数の

要人、観客等が集まり、国際的にも注目が集まる

ことから、公共交通機関等を狙ったソフトターゲ

ットテロ対策が重要となります。所管事業者に対

して万全の対策を措置するよう指導するなど、関

係機関と連携して取り組んでまいります。

　以上、中部運輸局が取り組む施策の方向性につ

いてご紹介いたしました。中部地域にとって今年

が飛躍の年となりますよう、また、皆様にとりま

しても、輝かしい良き年となりますよう心から祈

念し、新年の挨拶とさせていただきます。

　



　あけましておめでとうございます。令和最初の

新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。

昨年は５月に改元があり、「令和」という新たな

時代の幕が開きました。

　名古屋市内ではリニア中央新幹線品川～名古屋

間の開業に向けた工事が本格化しており、名古屋

駅周辺で再開発プロジェクトも進行しています。

また、夏には東京オリンピック・パラリンピック

が開催され、東京周辺はもとより、各地域にも多

数の来訪が期待されています。

　愛知運輸支局では、これらの輸送対策、安全対

策はもちろん、さらに輸送の安全・安心の確保、

人材確保・育成、地域公共交通の活性化、観光振

興の推進、物流の効率化・円滑化、自動車の安全

確保、防災・危機管理などの対策を重点に取り組

んでまいります。

１．輸送の安全・安心の確保

　輸送の安全・安心の確保は国民の最大の関心事

であり、愛知運輸支局においても最重要課題であ

ります。国民生活、経済を支える輸送サービスが、

安全・安心で安定的に確保出来るよう、関係機関

との連携も強化し、積極的に取り組んでまいります。

　交通死亡事故等の削減については、「事業用自

動車総合安全プラン２０２０」における事故削

減目標の達成にむけ中部独自の施策である

「Mission１st.(ミッションファースト)運動」に

関係団体、事業者と連携して取り組んでおります。

事業用自動車の交通事故は全国的に年々減少して

いるものの、未だに飲酒運転による事故も発生し

ており、今後も引き続き取組を推進していく必要

があります。

　この運動の柱である事故防止に関する安全情報

の積極的な提供などを実施し、着実に安全対策、

特に高齢者事故、健康起因事故の防止に向けて、

運輸安全マネジメント制度を活用した指導、安全

運転支援技術の進歩を踏まえた先進安全自動車

（ＡＳＶ）の導入や運行管理の高度化に対する支援

を図り、交通事故の未然防止に努めてまいります。

２．運輸・整備事業における人材確保・育成

　輸送の安全・安心を確保するためには、関係事

業の人材確保・育成が必要不可欠でありますが、

ものづくりが盛んな愛知県内においては、他地域

と比べても人材の確保が難しく、担い手不足が課

題となっています。

　愛知運輸支局では、「愛知県運輸・整備関係事

業人材確保・育成連絡会」を昨年立ち上げ、深刻

化する人材確保・育成、高齢化問題などの検討を

進めています。

　関係機関や団体、事業者とも連携し、運転体験

会や就職相談会、現役ドライバーとの座談会その

他バス・トラック車両の展示、点検整備の実演な

どモード横断的な取組を推進するなど、引き続き

人材確保・育成に向け、若者や女性が活躍しやす

い環境整備を進めてまいります。また、人材の確

保のために引き続き高校訪問などの取組も進めて

まいります。

３．地域公共交通の活性化

　愛知県は、首都圏や京阪神圏と比べて自家用車

の輸送分担率が高く、乗務員の人材不足などもあ

年頭のご挨拶

　　　　　　　　愛知運輸支局長

　　　　　　　平　谷　 　 守



り、地域公共交通は今まで以上に厳しい環境にあ

ります。しかし、地域公共交通は、地域の住民の

足を支える重要な役割を担うととともに、地域へ

の誘客・地域活性化、にぎわいの増進のツールと

しても重要であります。

　現在、交通政策審議会地域公共交通部会におい

て、制度の見直し等が議論され、自治体が策定す

る地域の交通計画制度や地域公共交通のサービス

向上に向けた取組の推進などの検討が進められて

います。愛知運輸支局としても、地域の実情に応

じた地域公共交通の維持・確保について引き続き

取組を進めてまいります。

　また、昨今は自動運転、MaaSなどの新技術・新

工夫を導入することにより、地域公共交通の新し

い姿を模索する動きが活発になっております。

MaaSは、出発地から目的地までの移動に伴う複数

の交通手段を一括して検索・予約・決済できるサ

ービスで、地域公共交通の効率化や利便性向上に

つながることが期待されております。このような

取組を支援することにより、地域公共交通の活性

化に向けた取組を推進してまいります。

　バリアフリーの推進については、東京オリンピ

ック・パラリンピック開催を契機に、共生社会の

実現に向けたユニバーサルデザインの街づくり及

び心のバリアフリーの取組が求められています。

改正バリアフリー法に基づくバリアフリーマスタ

ープランやバリアフリー基本構想の策定を促進し、

今後も共生社会や一億総活躍社会の実現に向けて

取組を推進してまいります。

４．観光振興の推進

昨年1月から１１月までの訪日外国人旅行者数は、

対前年比2.8％増の2,935万人に達し、順調な増加

が続いています。今年中に達成を目指す政府目標

である訪日外国人旅行者数4,000万人等の実現に

向けて、関係機関とも連携を図り、様々な取組を

推進してまいります。

　今年で９年目を迎える「昇龍道プロジェクト」

では、中部北陸９県の昇龍道エリアにもより多く

の訪日外国人旅行者の方に訪れていただけるよう、

地域の魅力を発信するなどの取組を推進してまい

ります。

　また、訪日外国人旅行者の方に安心して旅行し

ていただくため、ストレスフリーで快適に観光を

満喫できるよう、交通機関や観光地での多言語対

応などの受入環境整備の充実を目指し、交通関係

事業者、自治体等との連携も強化してまいります。

５．物流の効率化・円滑化

　「ものづくり」の一大拠点である愛知県において、

その経済活動を支える物流は重要な役割を担ってい

ます。物流拠点施設の集約化、輸配送の共同化、

マルチモーダルの実現等の取組は、物流コストの

削減、環境負荷の低減の観点からだけでなく、

労働力不足対策の観点からも非常に重要です。今後

とも、日本経済を支える「ものづくり産業」の国際

競争力強化に貢献できるよう、物流の効率化・円滑

化に取り組んでまいります。

　また、トラック事業においては、事業の健全な発

達と運転者の労働条件を改善するため、改正貨物自

動車運送事業法を適切に運用していくほか、「ホワ

イト物流」推進運動により関係者が協力してトラッ

ク輸送の生産性の向上と物流の効率化を行うととも

に、誰でも働きやすい労働環境の実現を目指し取組

を進めてまいります。

６．自動車の安全確保と自動車検査登録サービス促進

　近年の自動車には、より高い環境・安全性能が求

められる中、電気自動車、ハイブリッド自動車ある

いは高度な先進技術を搭載した自動車が増加してい

ます。これら自動車に搭載された先進技術が使用時

においても確実に機能するには、適切な点検整備が

重要であります。改正された道路運送車両法により、

「分解整備」から「特定整備」への移行に適切に対

益々進む中、自動車を安全・安心に使用するには、

点検・整備を確実に実施することが不可欠です。ユ

ーザーの保守管理意識の高揚、点検・整備の励行を

図るため「自動車点検整備推進運動」を展開するな



ど、引き続き、安全・安心で環境に優しい「くる

ま社会」の形成に向け積極的に取り組んでまいり

ます。

　自動車保有関係手続きのワンストップサービス

（ＯＳＳ）は、申請者の負担軽減、業務の効率化

に大きく資するものです。更なる利用の促進に向

けて取り組むとともに、自動車検査証の電子化も

視野に入れつつ、自動車検査登録サービスの向上

に努めてまいります。

７．防災・危機管理

　最後に防災・危機管理でありますが、近年の自

然災害は激甚化しており、昨年は、５月の日向灘、

６月の山形沖での大きな地震、また、８月の九州

北部豪雨、台風15号、19号の上陸などにより、各

地で甚大な被害が発生しました。

　これらの災害を教訓に、南海トラフ巨大地震や

台風による自然災害などに備え、災害や事件・事

故が発生した際に、迅速かつ的確に応急対応を実

施できるよう、地震・津波などを想定した実践的

な防災訓練を実施するなど、今後も引き続き、交

通関係事業者や自治体等とも連携し応急時の体制

整備強化に努めてまいります。

　以上、愛知運輸支局の取組の方向性を申し述べ

ましたが、今後とも皆様方のより一層のご理解・

ご協力をお願いいたします。皆様にとりまして希

望に満ちた輝かしい良い年となりますことを心よ

り祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。



　新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。

　年の初めに当たり、改めて愛知労働局の行政運

営に対する皆様の日頃からの御理解と御協力に御

礼申し上げますとともに、今年一年の所信の一端

を述べさせていただきます。

　本県では、輸送用機械器具製造業を始めとする

製造業が県内経済を牽引しているとともに、リニ

ア中央新幹線の２０２７（令和９）年の開業に向けた

工事が進み、名古屋駅周辺では高層ビルやマンシ

ョンが相次いで建設され、また栄地区においても

再開発工事が着手されるなど、地域経済の活性化

がますます期待されています。

　労働法制につきましては、本年４月から中小企

業に時間外労働の上限規制が適用されることにな

り、その他にも雇用形態にかかわらない公正な待

遇の確保を定めたパートタイム・有期雇用労働法

や改正労働者派遣法、パワーハラスメント防止措

置義務を定めた改正労働施策総合推進法、改正女

性活躍推進法の施行も控えています。今後も、働

く方々の就業機会の拡大、意欲・能力を存分に発

揮できる環境づくりの支援を推進することに努め

るとともに、引き続き、時間外労働の上限規制、

年次有給休暇の年５日以上の確実な取得など、既

に施行されたものはもちろん、本年４月に施行さ

れるもの、その後に施行されるものについても、

その内容について必要な情報をわかりやすく提示し、

特に、自動車運転の業務は、２０２４年３月３１日

までは上限規制は猶予されるものの、運送業に従

事する事務員など自動車運転の業務以外の方々に

は上限規制が適用される等の周知、相談支援を行

ってまいります。

　また、労働災害防止対策につきましては、第１３次

労働災害防止推進計画の目標達成に向け、働く

方々がその能力を十分発揮して活躍していただけ

るよう、労働災害のない安全で安心して働くこと

のできる職場環境の実現に向けて取り組んでまい

ります。あわせて、治療と仕事の両立支援の促進

にも取り組んでまいります。

　その他、企業の人材確保支援につきましては、

人手不足企業における生産性向上に向けた支援を

引き続き実施してまいります。

　求職者支援につきましては、女性、高齢者の

方々への就職支援や、就職氷河期の方々への支援

についても力点を置いてまいります。

　障害者雇用対策につきましては、法改正を受け、

平成３０年４月に民間企業における法定雇用率が

２．２％に改定され、さらに令和３年３月までには

２．３％への引上げが予定されております。これま

での皆様のお取組により、昨年６月１日現在の愛

知県における雇用率は初めて２％台となりました

が、行政といたしましても引き続き障害のある

方々の雇用の場の確保に努めてまいります。

　労働保険制度につきましては、働く方々、離職

された方々のセーフティネットであり、労働保険

への加入と労働保険料の確実な納付に積極的に取

り組んでまいります。

　本年もこのように様々な取組みを行ってまいり

ますが、新しい年が皆様にとってより良い年にな

るよう祈念いたしますとともに、今後とも変わら

ず皆様の御支援と御協力を賜りますようお願い申

し上げ、年頭の御挨拶といたします。

新春の御挨拶

　　　　　　　　愛知労働局長

　　　　　　　木 原 亜 紀 生



　新年あけましておめでとうございます。

　会員の皆様方には、令和２年の輝かしい新春を

ご家族ともども、健やかに迎えられましたことを

心からお慶び申し上げます。

　また、皆様方には日頃から交通安全活動を始め、

警察行政の各般にわたり格別のご理解とご協力を

賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、昨年は「交通死亡事故の抑止～減少傾向

の定着～」を県警察の最重要課題の一つに掲げ、

皆様方のお力添えを賜りながら、様々な対策を展

開してまいりました。

　しかしながら、昨年も交通事故により、多くの

尊い命が失われました。

　県警察といたしましては、昨年の結果を厳粛に

受け止め、本年も引き続き「交通死亡事故の抑止

～減少傾向の定着～」を最重要課題の一つに掲げ

ますとともに、「高齢者」、「歩行者」、「自転

車」及び「交差点」を抑止の柱とした諸対策を県

警察の総力を挙げて取り組んでいく所存でござい

ます。

　中でも、交通事故死者の半数近くを占める高齢

者の交通死亡事故の抑止は極めて重要な課題であ

ります。

　高齢者対策の一環として、県警察では高齢者の

交通事故抑止にかかる中長期的な指針「高齢者の

交通安全対策グランドデザイン」を策定し、昨年

４月に公表いたしました。

　このグランドデザインに示す諸対策である、ＶＲ

(ヴァーチャルリアリティ)映像による交通安全教

育シミュレータ等を活用した参加・体験・実践型

の交通安全教室や、自動車関係団体との連携によ

る安全運転サポート車の更なる普及啓発など、県

警察として実現可能なものから実施するとともに、

各種対策の実施主体となりうる自治体をはじめ、

関係機関等への働き掛けを行っているところであ

ります。

　歩行者対策としましては、指導取締りを強化す

ることはもちろんですが、道路横断中の事故死者

のうち、半数近くが横断歩道以外の場所を横断し

て被害に遭っていることから、今後もあらゆる機

会を通じて「横断歩道を利用すること」、そして

「横断中も左右の安全をしっかり確認しながら横

断すること」の周知徹底を図ってまいります。

　自転車対策としましては、「自転車安全利用五

則」等を活用して自転車ルールの周知徹底を図る

とともに、自転車指導啓発重点地区・路線を中心

に、自転車違反者に対する指導取締りや指導啓発

活動等の街頭活動を強化してまいります。

　交差点対策としましては、交差点関連違反の指

導取締りを実施するとともに、信号灯器のＬＥＤ

化、歩車分離式信号の整備等による道路交通環境

の整備や、交差点の通行方法の周知に向けた交通

安全教育を推進してまいります。

　皆様方におかれましては、本年も県警察、更に

は、行政機関、自治体、関係機関・団体の行いま

す取組がより効果的なものとなりますよう、益々

のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　結びに、本年が皆様方にとりまして幸多い年で

ありますよう祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせ

ていただきます。

新年のご挨拶

　　　　　　　　愛知県警察本部長

　　　　　　　後　藤　和　宏



　令和２年を迎えるにあたり、謹んで新年のご挨

拶を申し上げます。　

　トラック輸送事業は、全国各地域で地域の経済

と人々の暮らしを支えており、公共交通機関とし

て、高い評価を得ているところであります。

　また、昨年相次いで発生した激甚災害に対して、

被災地への緊急物資輸送を迅速に展開したところ

であり、国民から絶大なる信頼をいただいており

ます。

　トラック運送業界は「人」で成り立っており、

現場で働くトラックドライバーの皆様の活躍がな

ければ、我々の業界は立ち行かなくなります。ド

ライバーの皆様が自信と誇りを持って働き､豊かな

暮らしが築けるよう最善を尽くしてまいります。

　そのために、一昨年１２月に最重要項目である

貨物自動車運送事業法の改正が行われました。

「荷主対策の深度化」、「規制の適正化」、「標

準的な運賃の告示制度の導入」の３つの施策をセ

ットとして、一体的に取り組むことにより業界の

健全な発展が図られるものと考えております。

　悪貨が良貨を駆逐することのないよう悪い事業

者を排除し、また、悪い荷主が糾弾され、真面目

な事業者が社会において正当な評価がなされる体

制作りを構築してまいりたいと考えております。

国土交通省、厚生労働省、経済産業省、農林水産

省などに対し、当該情報をお伝えいただき、より

良い状況に導かれるように努めていただきたいと

存じます。

　また、「輸送の効率化」、「安全確保の向上」、

「環境保全の改善」の３つに影響を与える道路の

積極的な活用について、より使いやすい道路の実

現を目指し、先般、重要物流道路の更なる拡充や

機能強化について、関係行政に要望を行ったとこ

ろであります。トラック輸送事業が道路の積極的

な活用により社会的使命を果たしていくため、

今後も、各地域において自治体などに対して、

「使いやすい道路の整備」について、積極的な要

望活動を行っていただきたいと存じます。

　トラック運送業界は今後とも、団結を強め、協

調を深め、全国で結集して、更に進化・発展を遂

げていきたいと考えております。

　最後に、すべての業界関係者が令和２年、課題

解決への思いをひとつにして、新しい時代にふさ

わしいトラック運送業界の実現に向けて、引き続

き、皆様方の多大なるご理解・ご協力をお願いし

ながら、新年のご挨拶に代えさせていただきます。

　

年頭所感

公益社団法人　全日本トラック協会会長

　　　　　　　坂　本　克　己



第４回 理 　 事 　 会

第９回 常 任 理 事 会

       　　令和元年1２月３日（火）11時00分から愛知県トラック会館で開催

                          （審  議  事  項）

１．総務委員会からの答申について

 　（1）近代化基金運営専門委員会からの答申について

　　長谷川総務課長より資料（○審議 1）に基づき、説明した。

　　1. 第 9 回 ポスト新長期規制適合車導入等に係る近代化基金融資申込みについて

　　 　11 月　―　 7 件　104,730 千円　―

議長は議場に諮り原案通り承認された。

　（2）会費納入規程の制定について

　　露木財務室長より資料（○審議 2）に基づき、説明した。

　　【規定の追加内容】

　　　 第２条（会費）

　　　　 会費の区分、金額を盛り込む。

　　　 第３条（車両の種別）

　　　　 車両割の種別を明確にする。

　　　 第４条（車両数の算定）

　　　　 車両数確定の算定基準と各請求の算定時期を明確にする。

　　 　第５条（会費の納入通知）

　　　　 納入に関する時期と通知方法について規定に盛り込む。

　　　 第６条（会費の納入方法）

　　　　 ・原則、自動引き落としによる支払方法の明記

　　　　 ・年度途中の入会、退会する際の会費納入に関する規定を盛り込む。

　　　 第８条（臨時会費）

　　　　 特別支出を必要とする際の臨時会費に関し新たに規定に盛り込む。

２. 研修センター運営専門委員会からの答申について

　　寄田研修課長より資料 (審議 2) に基づき説明した。

　　（1）令和 2年度研修計画（案）について

　　　　●運行管理者試験出題分野別対策研修

　　　　　愛ト協が実施した運行管理者基礎講習の受講者に限定し、少人数かつ半日で 1 出題分野に

総

総

特化した重点的フォローを中部トラック総合研修センターにて 6,600 円（税込）で行う。



　　（2）令和 2年度安全指導に係る業務実施計画（案）

　　　　●適性診断（初任・適齢・特定Ⅰ）の実施

　　　　●運行の管理に関する講習（基礎講習・一般講習）の実施

議長は議場に諮り原案通り承認された。

３.入退会の承認について

　　長谷川総務課長より資料 (審議 4) に基づき説明した。

　　入会 4社　退会 4社　令和元年 12 月 3 日時点　会員数 2,631 社

議長は議場に諮り原案通り承認された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報 告 事 項）

１.定款 23 条に基づく業務報告について

　　牟田専務理事より資料 (報告 1) に基づき報告した。

　　 （各会議開催回数）

　　常任理事会：6回、　理事会：2回、　正副会長会議：9回、　通常総会：1回、　総務委員会：6回、

　　業務施設運営専門委員会：1回、　災害対策委員会：1回、　交通・環境対策委員会：3回、

　　経営研究委員会：1回、　適正化事業特別推進委員会：1回、　研修センター運営委員：3回、

　　研修検討委員会：2回、　企画広報委員会：3回、　近代化基金運営専門委員会：1回

２.交通事故情勢について
2.  

( 2)  

( 11 ) 

  

 

( ) 

 

( ) ( ) 

 

( ) 

 

( ) 

 

( ) 

 2,505 16 2,947 27,874 140 33,505 

 -285 3 -422 -3,875 -30 -4,875 

 -10.2 -23.1 -12.5 -12.2 -17.6 -12.7 

 

( 11 ) 

  ( ) ( ) ( ) ( ) 

 3 3 27 27 

 

 

2 2 15 15 

 0 0 5 5 

 

 

 

議長は本日の審議・報告事項が終了したことを確認し、閉会を告げた。



新 入 会 員

支部 名　　　　称 所　　在　　地 代 表 者
大　中　小

電　　話

第四

尾東

西三

東三

鈴木　康夫

和泉　常雄

木村　佳正

眞田　剛

-

5

5

-

退 会 会 員

支部 名　　　　称 所　在　地

弥富市 

神奈川県伊勢原市

碧南市

豊田市

（株）スズキフードカンパニー

ロードネット（株）　小牧営業所

（株）キムラ

眞田　剛

〒454-0857 名古屋市中川区明徳町３-９-１
（連）〒454-0852 名古屋市中川区昭和橋通５-４１-５

〒365-0038 埼玉県鴻巣市本町四丁目１－２３ー９０３

（連）〒485-0074 小牧市新小木１丁目３０番地

〒445-0802 西尾市米津町桜道２９番地１

〒441-3302 豊橋市杉山町いずみが丘２０-１１

(052)369-2577 

 FAX 369-2578 

 

(0563)65-9501 

 FAX 65-9502 

(0532)23-6674 

 FAX 74-1115 

（株）アクセル

大光運輸（有）　春日井営業所

大吉丸運輸（株）

丸光運輸（株）

車両数

 

 

 

 

第四

尾東

西三

西三

5

-

8

2

-

-

1

3





愛知県の

 ～交通死亡事故ワースト１の返上達成！！～
　会員の皆様と取り組んできた「交通事故防止活動」により２０１９年の全国の交通事故死者数は

３,２１５人、愛知県内では１５６人となり、前年に比べると３３人減少という成果があり、

１７年ぶりに交通事故死者数ワースト１を返上することができました。

　２０２０年も引き続き交通安全活動にご協力をいただき１件でも交通死亡事故が少なくなるよう

一層の御理解と御協力をお願い申し上げます。

2 0 1 9 年 交通事故状況について



【愛知県警提供資料参考】



 

 

 



トレーラの適正な使用等に係る研修会
開催結果報告

トレーラの適正な使用等に係る研修会
開催結果報告

近代経営システム研究所　代表　森高弘純氏 会場の様子

　12月9日（月）愛知県トラック会館5階ホールにおいて、原価計算セミナーを開催し、92名が参加
しました。本セミナーは（公社）全日本トラック協会との共催となっており、当日は、全ト協専任
講師の近代経営システム研究所　代表　森高弘純氏より、適正運賃・料金の収受や労働環境改善を
図るための原価計算について、ご講演をいただきました。

　12月12日（木）愛知県トラック会館5階ホールにおいて「トレーラの適正な使用等に係る研修会」
を開催し、65名が参加しました。本研修では、一般社団法人日本自動車車体工業会トレーラ部会の
担当者を招聘し、トレーラに関する安全な使用について、より一層の理解を深めるべくご講演をい
ただきました。

原価計算セミナー開催結果報告原価計算セミナー開催結果報告

（一社）日本自動車車体工業会トレーラ部会担当者 会場の様子



　令和元年12月17日（火）、中区若宮公園・白川公園駐車場において年末の交通安全決起大会・トラ
ックパレードを開催し、会員86社109名が参加しました。
　1部の交通安全決起大会では、加藤交通環境委員長より主催者挨拶があり、愛知県警察本部 石川
交通部長より来賓挨拶をいただいた後、郷司交通環境副会長より交通事故死ワースト1の返上に向け
て「交通安全宣言」が行われた。最後に吉野副会長より閉会の挨拶があり終了した。その後「交通
安全宣言書」は、加藤交通環境委員長より、愛知県知事へ提出いたしました。
　2部のトラックパレードでは、「ストップ・ザ・ワースト」の横断幕を付けた会員事業者のトラッ
ク12台がパトカーを先導に中区内をパレードし、交通安全意識の高揚と交通事故防止を呼びかけま
した。

年末の交通安全決起大会・トラックパレードを開催

加藤交通環境委員長 挨拶

郷司交通環境副委員長　安全宣言

決起大会の様子

パレードの様子

石川交通部長 挨拶

吉野副会長 挨拶

パレードの様子

交通安全宣言書 提出



行　　事

支　　部 開催日 場　　　所 内　　　　　容

第 一
尾 東
尾 西
知 多

西 三

東 三

12月 5 日
12月14日
12月 2 日
12月22日
12月 2 日
12月 5 日
12月 7 日
12月 8 日

DCMカーマ21名古屋城北店
春日井市中央公園
尾西トラックSC
サイプレスガーデンホテル
岡崎市内
碧南高浜市内
名鉄豊田市駅西ペデストリアンデッキ
蒲郡市内

出発式、交通安全パレード
交通安全パレード
交通安全トラックリレーパレード
「交通遺児を励ます大会」感謝状贈呈式 出席。
交通安全パレード
交通安全パレード
交通安全街頭活動
交通安全パレード

尾東　春日井市中央公園第一　DCMカーマ21名古屋城北店

知多　サイプレスガーデンホテル尾西　尾西トラックSC

西三　碧南高浜市内西三　岡崎市内

東三　蒲郡市内西三　名鉄豊田市駅西ペデストリアンデッキ



支　　部 開催日 場　　　所 内　　　　　容

第 二 12月 1 日 名古屋自動車学校 天白校 死角体験、内輪差による左折巻き込み実験を実施した。

安全教室

知多　住吉福祉文化会館尾東　グリーンパレス春日井

第二　名古屋自動車学校 天白校

講 習 会

支　　部 開催日 場　　　所 内　　　　　容

第 一

第 二

第 四

尾 東

尾 西

知 多

東 三

12月 1 日
12月10日
12月10日
12月 4 日
12月 5 日
12月 6 日
12月 5 日
12月 9 日
12月 3 日
12月 5 日
12月 3 日
12月 5 日
12月 6 日
12月10日
12月 6 日

クリスタル広場
砂田橋交差点
mozoワンダーシティ
パロマ瑞穂スタジアム
熱田駅前
丸亀製麺 千竃通店
ローソン本陣駅前店西側
高畑交差点
バロー城山店
小牧市南スポーツセンター
キリンビール名古屋工場
なるパーク
出口町交差点
常滑駅前
道の駅とよはし

通行人に対して啓発品を配布し、交通安全を呼びかけた。
交通安全キャンペーン
年末ファイナルキャンペーン
瑞穂公園交差点にてライトオンの広報を行い、交通安全を呼びかけた。
啓発品を配布し、交通ルール遵守・安全確認の徹底を呼びかけた。
サイン板を掲げ、交通安全を呼びかけた。
交通安全啓発活動
交通安全啓発活動
飲酒運転根絶キャンペーンとして、通行車両に呼びかけた。
年末の交通安全大監視活動を実施した。
年末の交通事故防止キャンペーン
通行するドライバーに対し、シートベルト着用の徹底を呼びかけた。
啓発品の配布、サイン板を掲げ交通安全を呼びかけた。
提灯やサイン板を掲げ、飲酒運転の根絶を呼びかけた。
あおり運転根絶キャンペーン

立哨活動

支　　部 開催日 場　　　所 内　　　　　容タ イ ト ル

尾 東
知 多

11月30日
12月 6 日

グリーンパレス春日井
住吉福祉文化会館

事故防止講習会
事故防止研修会

講師に川谷潤太氏を迎え、潜在能力を上手に引き出す講演を行った。
講師に長森氏を迎え、「トラック事故防止」について研修会を実施。



第一　砂田橋交差点第一　クリスタル広場

第二　熱田駅前第二　パロマ瑞穂スタジアム

第四　高畑交差点

第一　mozoワンダーシティ

第二　丸亀製麺 千竃通店

尾東　バロー城山店第四　ローソン本陣駅前店西側

尾西　キリンビール名古屋工場尾東　小牧市南スポーツセンター

知多　出口町交差点知多　なるパーク

東三　道の駅とよはし知多　常滑駅前
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資料提供：愛知運輸支局一般貨物自動車の増減車動向について
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海上コンテナ部会（山本部会長）

○実務委員会（服部実務委員長）

　　月　日：令和元年１２月６日（金）

　　場　所：中区

　　議　題：１）クリーンキャンペーン結果報告

　　　　　　２）次世代ＲＦＩＤタグについて

　　　　　　

○実務委員会（服部実務委員長）

　　月　日：令和元年１２月１８日（水）

　　場　所：木材会館

　　議　題：１）ターミナルコンテナ取扱量の推移

　　　　　　２）令和２年実務委員会パトロー

　　　　　　　　ル編成表について

　　　　　　３）令和２年度海コン部会新規

　　　　　　　　入会について

　　　　　　　　今後の日程について

○西部臨海工業地帯安全輸送協議会

　　　　　　　　　　　　（服部実務委員長）

　　月　日：令和元年１２月１９日（木）

　　場　所：西部臨海地区内・木材会館

　　議　題：１）蟹江警察署からの報告

　　　　　　２）愛知運輸支局からの報告

　　　　　　３）名古屋国道事務所からの報告

　　　　　　４）名古屋港管理組合からの報告

　　　　　　　５）愛知県トラック協会からの報告

〇実務委員三役会（服部実務委員長）

　　月　日：令和元年１２月２５日（水）

　　場　所：名海運輸作業株式会社　

　　　　　　西二区配車センター

　　内　容：ＮＵＴＳ次世代ＲＦＩＤタグの

　　　　　　検討会

委　員　会

部　　会 12 月中の活動状況

　

★ご注意下さい★

 不正軽油は使用しないで下さい ! 



名古屋第一支部

（ 9 日） 中警察署　感謝状贈呈式

　　　　北警察署　感謝状贈呈式

（28 日） 支部　役員会

（30 日） 水曜会　交通安全祈願・講話並びに賀詞交歓会

 

名古屋第二支部 

（ 8 日） 天白警察署　感謝状贈呈式

（10 日） 瑞穂警察署　感謝状贈呈式

 熱田警察署　感謝状贈呈式

（11 日） 天白部会　交通安全祈願

（15 日） 役員会

 

名古屋第三支部 

（10 日） 港警察署　感謝状贈呈式

（11 日） 成田講五社巡り

（16 日） 西４区パトロール

（20 日） ゼロの日街頭活動

（30 日） ゼロの日街頭活動

（31 日） 青年部会　全体会議

 

名古屋第四支部 

（ 9 日） 中川警察署　感謝状贈呈式

（20 日） 中川会　新年会

 

尾東支部 

（17 日） 緊急物資輸送依頼システムの説明会

 支部新春セミナー及び賀詞交歓会

  

月支 部 行 事支 部 行 事
1

尾西支部 

（ 8 日） 稲沢警察署 感謝状贈呈式

（ 9 日） 一宮警察署 感謝状贈呈式

（10 日） 第一班 役員会／定例会／新年懇親会

（11 日） 青年部会 定例会

（17 日） 第二班 交通安全･労働安全講習会／新年懇親会

 特別積合せ部会一宮ブロック 定例会／新年

　　　　懇親会

 

知多支部 

（ 7 日） 緑警察署　感謝状贈呈式

（25 日） 交通安全講習会

（30 日） 新春セミナー及び賀詞交歓会

 

 

西三支部 

（ 9 日） 岡崎部会　感謝状贈呈式

（10 日） 岡崎部会　西三河合同大立哨

（11 日） 安城部会　冬期健康診断

（14 日） 刈谷部会　事故防止交歓会

（15 日） 豊田部会　役員会・定例会・新年懇親会

 西尾部会　労働講座・賀詞交歓会

（18 日） 安城部会　冬期健康診断

（19 日） 碧南部会　交通安全祈願

（20 日） 西尾部会　役員会

 碧南部会　碧南部会総務委員会

（21 日） 安城部会　役員会

 岡崎部会　幹事会・新年会

 

東三支部 

( 9 日） 豊橋警察署　感謝状贈呈式

（11 日） 東三支部　新春セミナ－／全体研修会

（18 日） 田原陸運協会　定例会

 蒲郡陸運協会　安全祈願（豊川稲荷）



新年のご挨拶

部会長　細江 良枝　

　新年明けましておめでとうございます。

皆様には、健やかに新春を迎えられたことと、お慶び申し上げます。

また、平素は青年部会事業に対し、多大なるご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

今年は東京 2020 オリンピック・パラリンピックも開催され、昨年のラグビーワールドカッ

プに引き続き日本全体が「ONE TEAM」になり活気ある一年になること願っています。

　
さて、我々トラック運送業界はここ数年で輸送量及び運賃料金の水準は回復基調を堅持

できたものの、その一方でドライバー有効求人倍率が過去最大となるなど、依然として労

働力不足が深刻化しております。一昨年は貨物自動車運送事業法の改正、昨年は取引環境

の適正化に向けた取り組みとして「ホワイト物流」推進運動の展開や ITツールの活用など、

今年も引き続き私たちを取り巻く環境は変化し続けると思われます。

　そのような中、私たち青年部会はこれから迎える次代に向けて柔軟に対応していく為に、

研修・事業・総務の三委員会を中心に、自社の経営の一助となるような研修や、強い心と

体を作る為の仲間づくりができる交流会を行ってまいります。また、社会貢献活動、関係

機関・行政機関・他団体との意見交換も行い、部会の更なる活性化へ向け、活動を展開し

発信していきたいと考えています。

私たち青年部会は次世代を切り開く青年経営者・準経営者として自己研鑽の場となるよう、

更には業界全体の地位向上に寄与できるような部会運営に取り組んで参ります。今後も皆

様からのより一層のご指導ご鞭撻をお願い申し上げますとともに、皆様方にとって素晴ら

しい一年になりますことをご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂きます。

●２月の活動予定 ……………………………………………………
 　　10 日 ( 月 )　第 ８回総務委員会　　　　　19 日（水）第 11 回理事会

 　　12 日 ( 水 )　第 10 回事業委員会　　　　  21 日（金）全ト協青年部会全国大会

　　 13 日 ( 木 )　第 11 回研修委員会
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令和2年1月8日(土)熱田神宮にて新年交通安全祈願を開催いたします。
女性部会にご入会いただき、是非ご参加下さい。



－41－

謹賀新年

　

　　　　愛知県貨物運送協同組合連合会

　　　　　会　長　　吉 野 雅 山
　　　　　　

　明けましておめでとうございます。旧年中は愛貨協連の運営にあたり格別のご支援ご協力

を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、昨年、愛貨協連は、おかげさまで設立50周年を迎えることができ、令和元年10月10日(木)

名古屋マリオットアソシアホテルにおきまして盛大に記念式典を開催することができました。

これも偏に皆様の温かいご支援とご高配の賜物と深く感謝し厚く御礼申し上げます。

　一方、われわれ運送業界といたしましては、働き方改革における労働時間960時間規制への対

策やホワイト経営認証制度への対応等、実現に向けた具体的取り組みが課題となっております。

　こうした中、私どもの要望を取りまとめた日貨協連等の要望活動のおかげもあり、高速道路通

行料金は、ＥＴＣ２．０を利用する自動車運送事業者を対象に、現在の「大口多頻度割引最大50％」

を令和3年3月まで延長することが閣議決定されました。しかし、現状の割引率は37％～38％程度

にとどまっており、実質最低50％の割引を恒久化されることを目標に強く要望しております。

高速道路の利用率向上がトラック輸送の生産性を高め、輸送の効率化を進めこととなり、結果

として、ドライバーの労働時間短縮、休憩時間の確保等、長時間労働の是正につながるものと

考えますので、粘り強く要望してまいります。

　さらには、平成29年4月より実施されている車両制限令違反者に対する罰則強化につきまして

も、軸重規制の弾力的措置、共同責任の緩和、そして違反点数累積期間の縮減等について強く

訴えるとともに、この地域に特に関係のあります伊勢湾岸道路・名港トリトンの通行料金割引

の拡充や、以前より申し上げている深夜割引の拡充等についても実現できるよう引き続き要望

してまいります。

　一方、日貨協連が運営する求荷求車情報ネットワークWebKIT事業につきましては、人手不足

解消、長時間労働の抑制、輸送の効率化に有効なツールとして大きく期待されております。

現在、愛貨協連が受け皿になることにより、会員の組合員がWebKITを利用可能になっております。

また、受け入れ可能な組合への橋渡しを行うこともできます。問題解決の一助になることを期待

するとともに、会員組合の更なる活性化・組織強化に結びつけていきたいと考えております。

　また、日貨協連の販売促進事業として実施している「業務用血圧計」と「ロボット点呼機器」

については、愛貨協連が窓口となり斡旋販売しております。社員の健康管理や運行管理者の

労力負担軽減の一助になればと考え、積極的にPRしていきたいと思います。

　そして、愛貨協連では、こうした日貨協連と連携しながら、組合員、組合に役立てていただ

けるような情報発信やサービスに本年も取り組んでまいります。特に、働き方改革への対応等に

ついては少しでも多くの情報を発信したいと思います。また、共同購買事業についても、皆様の

要望を基に見直しを行う等、事業の向上に努めております。

　最後になりますが、年頭にあたり、本年が皆様方にとりましてより良い年となりますことを

ご祈念申し上げましてご挨拶とさせていただきます。
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「国土交通大臣賞」を受賞しました

　　令和元年１１月２６日、ＡＮＡインターコンチネンタル

　ホテル東京において、当連合会が「国土交通大臣賞」を

　受賞しました。

　　これは、中小企業等協同組合法施行７０周年を記念し、

　優良組合として受賞したものです。

商品斡旋事業について
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